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野外イベント「お花見会」は 4月１日（土）開催します 

ご当地も待望の桜花の開花予想が報じられるようになりました。 

今年も、昨年を踏襲して軽ウオーキングを兼ねた「お花見会」を 

企画しました。 

当会唯一の野外イベント「お花見会」に多くの皆様の参加をお待ち 

しています。未だ「お花見会」に参加されたことがない方、新入会員の 

方のご参加を歓迎いたします。 

日 時  4月 1日（土） 11時～14時   

雨天や強風等の悪天候の場合は、翌日 4月 2日（日）に延期                 

場 所  都立狭山公園・風の広場  多摩湖堤防の下・「Ｗ」旗が目印 

     西武線「多摩湖駅 南口」から徒歩約 4分の公園正門を入ってすぐ 

持ち物  弁当・飲み物  若干の缶ビールやソフトドリンク等を当会で用意いたします。           

申込期限 3月 25日（土）メールまたは電話で小森まで。 

      メール：komobt1225@yahoo.co.jp   電話：090-5199-5300  当日の急な参加も可 

その他   

(1) 当日の予定 

①11時の集合後に公園周辺の軽ハイキングを楽しんでいただきます。 

風の広場 → 桜坂 → 多摩湖堤防 → 多摩湖自転車道 → 南門 → 太陽広場 → 宅部池（やけべいけ） 

→ 風の広場の約 50分のコースをご案内します。 

②軽ハイキング後には、一堂に会して弁当等を食しながらの懇親・交流の時間を設けます。 

(2) 問い合わせ 

開催の可否は当日 9 時時点で世話人が決定します。悪天候などの場合のお問い合わせは、 

小森までお願いします。                        （小森  敏孝 記） 
 

世話人：岡田 一郎 TEL 080-1078-4641 
小森  敏孝 TEL 090-5199-5300 
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2 月 11 日（土）役員会の概要報告 

 

１．行事関連 

①お誕生会（2 月 25 日<土>） 

・今後のお誕生会の案内方法（ハガキ、メール等）については、幹事へ一任で決定した。 

②お花見会（4 月 1 日<土>）、雑学講座（4 月 15 日<土>）、旅行会（5 月 10 日<水>～11 日<木>） 

・それぞれ開催内容が決定した。3 月号ニュースに掲載される。 

・旅行会については、役員以外の一般会員に参加を強く呼び掛けることとした。 

③新年を祝う会（1 月 14 日<土>） 

・反省事項として、『準備は前年の総会前から行う、ニュースで十分な広報をする』こととした。 

２．同好会活動 

・麻雀同好会、テニス同好会は世話人が変更となる。 

３．その他 

・東村山稲門会を広く紹介すべく『早稲田学報』への投稿を行っている。今後も活発な投稿を行うこ

とを確認した。尚、窓口(担当)は、町田(光)へ変更となる。 

第 115 回市民雑学講座のご案内 

演題：徳川家康の人生を変えた戦い 
 

講師：小和田
お わ だ

 泰経
やすつね

 氏  早稲田エクステンションセンター講師 

静岡英和学院大学講師 

日時：4月 15日（土）14:00～16:00 

会場：サンパルネコンベンションホール 

東村山駅西口 ワンズタワー２階 

放映中のＮＨＫ大河ドラマ「どうする家康」をお楽しみの事でしょう。 

徳川家康が戦国最後の勝利者になりましたが、実際には勝つか負けるか選択の連続だったに

間違いありません。どうして家康が勝ち残ることが出来たのかその戦略と戦術に迫り、その秘

密を皆さんと一緒に探っていくべく、講師には熱くご解説頂きます。 

講師は今年 1 月～2 月に全 6 回の講座を早稲田エクステンションセンターで講演されました。

本講座はその超縮小版です。 

【講師紹介】 

小和田泰経講師は 1972(昭和 47)年東京都生まれ、 

國學院大學大学院文学研究科博士課程後期。 

専門分野は日本中世史。 

2017年大河ドラマ「おんな城主直虎」に資料提供、 

2020年大河ドラマ「麒麟がくる」の時代考証補を担当。 

著作「信長戦国歴史検定」学研パブリッシング 2012年 

「写真と絵でわかる日本の城・城合戦」西東社 2016年 

申込は、黒田宛て yuji-kuroda@msa.biglobe.ne.jp にまたは電話 080-9567-6994
宛て、4月 11日(火)午後 6時までにお願いします。 

応募をお待ちしております。 

（黒田 祐司 記） 
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〇令和 5 年 4 月定例役員会 

日 時  4 月 8 日（土）14:00～16:00 

場 所  市民センター   

○新入会員 

堀江 泰夫さん  （昭和 58 年 法学部卒）  住所 189-0023 東村山市美住町 

〇令和 4 年度同好会等への補助金について 

 令和 4 年度予算で承認された補助金 5,000 円を各同好会・多摩湖町ワイワイおしゃべり会・秋津悠遊会

の世話人の方に、今月お渡しします。有意義にご活用ください。 

 

 

 

 

旅 行 会 の ご 案 内 

今年の旅行会は 3 年前に計画しながらコロナ禍で中止になった福島方面にしました。会津の奥座敷・

芦ノ牧温泉で、全面畳張りの和風大浴場や渓谷の絶景を望める露天風呂が自慢の芦ノ牧グランドホテル

に一泊して、ゆっくりと歓談の時を過ごしていただきたいと思います。 

1 日目は多くの優秀な人材を輩出した会津藩校・日新館で昼食・見学後、日本三大疎水の一つ、 

安積疎水
あ さ か そ す い

の農業土木遺産の一部となる十六橋水門
じゅうろくきょうすいもん

と上戸頭首工
じょうことうしゅこう

の見学を予定しています。安積疎水は 

明治維新の失業武士の救済対策として、阿賀野川を通じて新潟県側へ流れていた猪苗代湖に水門を設け

るとともに、福島県側に取水口を設けて郡山市とその周辺の安積原野に水を送り、不毛の地から一大穀

倉地帯に変えたものです。 

2 日目は国内唯一の赤瓦の美しい天守閣を再現した改装されたばかりの鶴ヶ城の見学、水と米が自慢

の会津の酒蔵・末廣酒造を見学・試飲、茅葺民家が軒を連ね江戸時代の宿場町を復元した大内宿で昼

食・散策を計画しています。 

記 

１．催行日：5 月 10 日（水）～11 日（木） 

２．参加費：男性 30,000 円、女性 28,000 円 

３．主な行程： 

[1 日目] 5 月 10 日（水）7:20 集合、7:30 出発 

東村山駅東口 7:30 → 所沢 IC（関越道・圏央道・東北道）磐梯河東 IC → 会津藩校日進館 

（昼食）12:00～13:00 → 十六橋水門（見学）13:15～13:45 → 上戸頭首工 (見学) 14:15～14:45→ 

芦ノ牧温泉（芦ノ牧グランドホテル）16:00 頃 

[2 日目] 5 月 11 日（木）  

ホテル 9:00 → 鶴ヶ城（天守閣見学）9:20～11:00 → 末廣酒造（酒蔵見学･買物）11:10～12:10 → 

大内宿（昼食・散策）13:10～15:10→白河 IC（東北道・圏央道・関越道）→所沢 IC→ 

東村山駅東口 19:30 頃 

４．バス会社：大南
だいなん

観光（株）（武蔵村山市）、中型サロンバス 

５．参加者募集： 

４月１0 日(月)までに上記世話人までご連絡ください。皆様奮ってのご参加をお待ちしております。 

(吉田 勝 記) 

世話人：青山 稔 TEL 042-393-8372  
加藤正俊 TEL 090-4200-9620 
吉田 勝 TEL 080-5420-2978 

十六橋水門 芦ノ牧グランドホテル(露天風呂) 鶴ヶ城天守閣 
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-例会開催報告 -  ＊1月実績：開催数 4回、総時間 12時間、1回平均参加人数 10名 

日程 時間 人数 参加者名（敬称略）    五十音順 

1/21 2H 9 石塚･黒田･定方･田島･千葉･當間･野村･山口(修)･吉田(劭) 

1/25 2H 9 黒田･滝来(京)･田島･當間･野村･平井･町田(和)夫人･吉田(劭)･吉田勝 

1/30 4H 11 黒田･滝来(京)･田島･千葉･當間･戸田･野村･平井･山口(修)･吉田(劭)･吉田勝 

2/ 6 4H 10 石塚･黒田･定方･田島･千葉･當間･野村･平井･吉田(劭)･吉田勝 

2/13 4H ― 雨天中止 

世話人交代（2人体制へ） 

富澤文雄さんがテニス同好会世話人を退任し、同時に当同好会を退会しました。これまでのご尽力に

対し深く感謝します。後任として、野村茂樹と吉田劭文が選出されました。微力ながら精一杯務めさせ

て頂きますので、宜しくご指導ご鞭撻のほどお願いいたします。       （吉田 劭文 記） 

ようこそ！ 吉原・平井・千葉・定方さん 

1月 21日、テニスの例会終了後、17時から「サガミ」で新人 4名の歓迎会を実施。乾杯の後、4人に会か

らのささやかな鉢花が贈られ、それぞれのスピーチ。歓迎する 8人からも一言ずつの心温まる言葉。2時間

の予定が 3時間にも及び、最後は校歌の 1番を小さな声で斉唱し記念撮影をして楽しい会は終了した。 

＊歓迎会参加者 12名：石塚・黒田・定方・滝来(京)・田島・ 
千葉・當間・富澤・野村・平井・吉田（劭）・吉原 

 

 

 

 

（写真左から、吉原・平井・千葉・定方の各新入会員） 

（滝来 京子 記、吉田 劭文 写真） 

世話人：野村 茂樹 TEL 042-393-7036 
吉田 劭文 TEL 042-397-3293 

 

  

 

コロナ以降中断した対面によるカラオケ例会第 8 回目 
対面による第 8 回例会を 2 月 16 日(木)14:00～17:00 多摩湖ふれあいセンターでコロナ

対策をして開催しました。荒巻さんはブルースのオンパレードでした。井垣さんが途中

退席しました。カラオケは 2 時間とし 1 時間は近況報告になりました。室温を下げるほ

どの小春日和の午後でした。 

・井垣：男の純情、人生の並木道、酒は涙か溜息か、歩。 

・山本：さざんかの宿、おゆき、白いブランコ、知りたくないの、再会、シクラメンの香り。 

・荒巻：赤と黒のブルース、盛岡ブルース、新潟ブルース、和歌山ブルース、夜明けのブルース、 

旅の終わりに。 

・黒田：愛の終着駅、終着駅、ラブイズオーバー、くちなしの花、港町ブルース、あざみの歌。 

＊次の 2 回の開催日は下記の通りです。 

・3 月 16 日(木) 14:00～17:00 ・4 月 20 日(木) 14:00～17:00 

いずれも多摩湖ふれあいセンター、無料、マスク、室内履き持参、参加人数は先着 10 名（2m 以上距離

を取る必要が有る）申込は黒田宛て携帯電話又ショートメール 080-9567-6994 宛て 

又は yuji-kuroda@msa.biglobe.ne.jp にお願いします。新型コロナに負けず、健康、認知症防止の為にもカ

ラオケを楽しみましょう。                          (黒田 祐司 記) 

 

世話人： 黒田 祐司 TEL 080-9567-6994 
髙橋 文子・荒巻 優之 
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1 月 29 日（日）ZOOM オンラインにより第 86 回の会を開催しました。 

1．雑学英語   担当 宮元     アジアの英語 

アジアの英語はそれぞれの国の言葉に影響を受けて英語も感じが違います。 

シンガポールは、よく言われる Singlish(中国語を基本の British English)早口で日本人には分かりにくい。

日本は、抑揚が少なく感情が分かりにくいと良く言われます。 

2．Listening and Reading（VOA より）    担当 山本 

World Health Officials Concerned about COVID Rise in China 
中国は 12 月に大幅に制限を解除し感染者が急増しました。中国の国営メディアは急

増について報道していません。世界の保険当局は、中国の感染者増加が、ウイルスの

新しい亜種を生み出す可能性があることを懸念しています。 

3．雑学英語  担当 黒田 

アメリカジョーク集：ジョークの違いから文化が見える！ (18) 

Resolutions you can actually keep. Read less. Gain weight. Stop exercising. Watch more TV. Drink more.  
Eat out more. Start smoking.  
新年に当っての個人的な今年の抱負、目標設定、決意表明は米国でも行われます。毎年同じ事を決め実

行できない事に嫌気がさしている人もいるでしょう。そこで実行できる事をご紹介します。読書は少な

くする。体重を増やす。運動は辞める。テレビをもっと見る。飲酒を増やす。弁当は持参せず外食を増

やす。喫煙を始める。 

＊参加者 3 名（敬称略）宮元、黒田、山本。 

＊3 月以降の開催日 3 月 17 日（金）市民センター 

  4 月 21 日（金）市民センター              （山本 岩男 記） 

世話人：山本 岩男 TEL 090-6011-8139  
黒田 祐司 TEL 080-9567-6994 

 

1月 26日（木）12時よりサガミ東村山店にて懇親会を開催しました。会員 15

名中 10名が参加。コロナ感染対策を配慮しつつ、自己紹介を中心に会員同士の親

睦を図りました。また、今後の活動方針について下記の通り確認しました。 

①今までふた月に 1回の例会を今後は毎月開催する。 

②現在碁石セットを 5組保有しているが、会員が増加し不足が予想されるため、会員

からの寄贈をお願いした。それでも不足する場合には新規に購入することとした。 

③当面自由対局とする。今年の後半以降にリーグ戦による大会を開催する。 

初心者の棋力アップに期待します。以上参加されなかった会員の皆様も趣旨了承願います。 

＊参加者：青木、一色、荻野、杉本、高橋（鶴）、田島、千葉、福田、町田（和）、町田（光）  

＊次回例会は 3月 16日（木）12：30より市民センター 第 6会議室です。 

世話人：青木 淳 TEL 090-6520-3545 

 

 

1 月 31 日 第 63 回 参加者 8 名(敬称略)：赤荻(元会員夫人)、市川（彰）夫人、上（素）、

崎山、田代、三宅、大森夫妻。新年 1 回目は 8 名が参加しました。各自が選んだ行書楷書を 

手本に練習、今回より基本に戻り、“永”字を書き込まれる方もいました。 

毎回種々の手本をお届けいただく田代さんより「これを練習すると字が上手くなります」との言葉を 

添えて、硬筆用の“般若心経”の手本のプレゼントがあり 

ました。自宅での練習となりますが是非学ばれることを 

期待しております。 

・第 65 回開催日 3 月 31 日(金) 

・第 66 回開催日 4 月 30 日(日) 

世話人：大森 平八郎 TEL 042-391-0535 

○開催日：毎月末日。 
但し、公民館は月曜日が休館の為、 
月末が月曜日の時は前日(日曜日） 

○開催時間：午後 3 時 40 分～5時 
○開催場所：萩山公民館  

（住所：萩山町 2-13-1  TEL 042-393-3170） 
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パソコン同好会を開催しました 

今年の月別カレンダー作成を更に進めました。 

日付部分を Excel で作成し PowerPoint に貼付けました。 

スマホで写真を撮る方が多く、スマホ内にある写真を 

パソコンに取り込み、それを利用しました。 

2 月 4 日（土）参加者７名（敬称略）：一色、小林（俊）夫人、 

月森(元会員夫人)、小菅夫妻、萩森（講師）、神山（講師） 

2 月 18 日（土）参加者 6 名（敬称略）：一色、小菅夫妻、 

安田（体験参加）、萩森（講師）、神山（講師） 

今後の予定  3 月 4 日（土） 13:00～15:00 （A クラスのみ） 

3 月 18 日（土）13:00～15:00 （A クラスのみ） 

場所：東村山市シルバー人材センター 

新規に参加される方を募集しています。上記世話人まで、ご連絡ください。 

※B クラスは必要によりメールや ZOOM で情報交換とします。 

※テーマはパソコンだけでなく、スマホやタブレットの質問や使い方も OK です。 

世話人：小菅 宏 TEL 090-6938-9694 

 

 

第 92 回 早慶レガッタ開催決定（少雨決行) 
4 月 16 日(日） 場所：隅田川新大橋～桜橋 

早慶レガッタは、今年で 118 年の歴史ある大会で、野球、ラグビーと共に三大早

慶戦を担うスポーツです。一昨年は無観客開催でドローンを駆使した空撮ライブ配

信がされ、当会も ZOOM による応援を行いました。昨年は開催方法等が把握出来ず

会としての応援を中止しました。今年も状況の不明点が多いのですが、基本的に

は、ゴール桜橋付近のみの現地応援とは異なり、レース状況全体が見られる ZOOM

配信等を基本に応援会を開催します。 

しかし、そもそも ZOOM 配信等が受信できない、久しぶりに又は初めてなので現地で雰囲気を味わっ

て応援したい人が多い場合には現地応援も企画します。その場合は、会として①案：単純に桜橋付近で

応援し、東村山で感想会を開く、②案：スカイツリーを鑑賞し、スカイツリーから桜橋までウオーキン

グ(2.5km)し、桜橋付近で主要レースを応援する。③案：現地応援（①）の富澤班と、ZOOM 応援の小森

班に分かれて応援する。皆さんから 3 案への希望を 3 月 12 日迄はワセスポ通信で、その後は本ニュース

でも募り、それらの状況に基づいて開催方法を判断して 4 月号ニュース及びワセスポ通信で報告しま

す。参加は直前まで受け付けます。世話人への連絡は上記の電話番号又は下記メールでお願いします。 

(富澤 edokko.81426.ann@gmail.com 、小森 komobt1225@yahoo.cojp)       （富澤 文雄 記） 

担当世話人：富澤  文雄 TEL 080-5086-8461 
世話人：小森  敏孝 TEL 090-5199-5300 

 

 

第１２７回「稲酔」句会は２月２３日（祝）に開催しました。 

句会の模様はニュース４月号にてお報せ致します。２月号で報告しました 

ように、ねここ、豆乳、鶴来の三名の仲間が加わりました。 

ニュース本号最終ページに各人の近詠２句が掲載されています。今後とも、 

どの様な個性豊かな作品が見られるか楽しみですよね。 

第１２８回「稲酔」句会は、４月２７日（木）に開催予定です。 

（句会形式、会場等は次号でご案内致します。） 

春たけなわの候、皆さんも日常ふと感じたこと、目に付いた光景、等々をメモして、五・七・五の 

１７文字にまとめ上げてみてください。 

私も、高校２年生の時に夕刊紙に投句して掲載された一句が、現在でも原点として残っております。 

「俳壇」への投句、「稲酔」俳句会への入会も大歓迎です。             （稲雀 記） 

世話人 ：井垣  和太   TEL 04-2924-2934 
  黒田  祐司   TEL 080-9567-6994 
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          新入会員です。よろしくお願いします！ 

伊藤 栄（平 5理工院。久米川町在住） 

新入会員の伊藤でございます。 

すでに稲門会ニュースで編集のお仕事もさせいただいております。いま久米川

町に住んでおり、35 年前に転居してきたのですが、その後かなりの期間を都心で

すごしていて、数年前に戻ってまいりました。 

早稲田を出てから 20数年メーカーで働いていましたが、日本橋画廊に移って、

いま楽器店・音楽教室で働いています（その間国際 NPOの手伝いもありました）。

ごく些細な、ちょろっとした軽い気持ちです。人生色々あるものです。人生色々あ

るというのが重要で、どうも新卒から長くいますと、会う人も限られてくる、自分

の置かれた環境も恵まれているのだか何だかわからない、そこで潜在的に失って

いるものは大きいのではないか「人生の機会費用」を考えれば、色々自分に対して 

疑念ももってしまうのは当然だと思います。でもときどき学院時代の同級生を見ると、超少数派だったようです。 

いま現役で働いておりますが、寸暇を惜しんで、本を読むか他人との交流をしております。最近 audibleと

いう聞く読書が増えたせいか年間 350冊気が付くと読んで（聞いて）しまっており、フランス世紀末文学とか

エリックウィリアムズの奴隷制の本とか、いま読むとびっくりするくらい下らないイアンフレミングのジェ

ームスボンドとか、私はいったい何をしていたのでしょうか。 

他人との交流はこの上なく重要で、おかげ様で吉祥寺のハモニカ横丁の飲み屋のネパール人店員さんの詳

細な話を知ることができました。ネパールの皆さんありがとうございます。コロナ前は海外旅行へよく行って

いて、長期休みは国内にいなかった事が多かったのですが、最近行けていません。ミュンヘンで私服警官に体

当たりされて地面に押さえつけられたこと（逮捕はされませんでした）。とても素敵な思い出です。皆様宜し

くお願いいたします。 

      エールの縁 

中島 章隆（昭和 49法。恩多町在住） 

古関裕而さんが 1 月、野球殿堂入りした。古関さんといえばもちろん「紺碧の

空」であるが、私が卒業した高校の校歌の作曲者でもある。東京都立久留米高校。

ベビーブームで生徒数が急増したため 1965年に大急ぎで開校した。私は３期生だ

った。初代校長の鮎川敏郎先生が「新設校だからと生徒に肩身の狭い思いをさせた

くない」と、著名な古関さんの自宅を自ら訪ね、作曲を依頼したと聞いている。 

 2学年上の１期生に志村けんさんがいた。当時から目立った先輩で、体育祭の応

援合戦は、志村さんの独壇場。白鳥のコスチュームで踊る、ザ・ドリフターズでも 

定番となった演技はすでに体育祭で実演していた。みんな志村さんに注目するか

ら「合戦」にならない。在学中に、いかりや長介さんの自宅に押し掛け、弟子入り 

したという噂はすぐに広まった。 

古関さんを主人公にしたＮＨＫの朝の連続テレビ小説「エール」が放送されたのは 3年前だ。志村さんが初

めて俳優として連続ドラマに出演するということでも話題になった。「エール」の放送が始まる直前、志村さ

んが新型コロナ感染症で亡くなったのはご存知の通りだ。 

 古関さんと志村さんをつないでくれた久留米高校は少子化のあおりを受け、2007 年に学校統合で廃校とな

った。跡地に後継校として都立東久留米総合高校ができたが、校歌は新調されたと聞く。 

 つながりついでにもう一つ。家内と知り合ったのは久留米高校で、家内の実家である恩多町で「マスオさん」

をしています。新聞記者時代の20年前に始めたゴルフがちっとも上達せず、困った毎日を過ごしています。 
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★イベント･同好会等の最新予定は、ホームページのカレンダーを参照下さい。 

スマホ・タブレットなら右の画像をカメラで読み取るとカレンダーが閲覧できます ➡ 
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○新編集者の伊藤です。いまどこかの経済学者がお年を召した方に対する挑発的な発言をし
て、一部には溜飲を下げている方もあるようです。でもその方たちも数十年たてば老人にな
るわけですが、その際に自主的に退場されるのでしょうか。それに何よりも年を取ることが
悲しみでしかない、悪いことでしかないという考え方は絶望的ではありませんか。若いこと
は良いことですが、年を取ることも良いことです。失うこともありますが、経験で得ること
もあります。プラスばかりではありませんが、マイナスばかりでもありません。誰も常に年
を取っていきます。昨日より今日がより悪いという考えはあまりにも不健康です。 

                            （伊藤 栄 記） 

次号の締め切りは 3 月 18 日（土）です。皆様の投稿をお待ちしています。 

送付先 藤井 省 FAX：042-393-1403  E-mail：satofj00@jcom.home.ne.jp および 
小野 浩一 onok@nichirei.co.jp ・ 伊藤 栄 isakae0@gmail.com 

日 曜 時  間 日 曜 時  間

ウオ―キング･郷土史の会 5 日 9:00集合 － － － 阿部茂 090-2464-1653

6 月 9:00～13:00 3 月 9:00～13:00

13 月 9:00～13:00 12 水 9:00～13:00

18 土 11:00～13:00 21 金 9:00～13:00

22 水 9:00～13:00 24 月 9:00～13:00

27 月 9:00～13:00

囲碁 同好会 16 木 12:30～16:30 14 金 12:30～16:30 青　木 042-396-3545

カラオケ同好会 16 木 14:00～17:00 20 木 14:00～17:00 黒　田 080—9567—6994

園 芸 の 会 ― ― ― － － － 當　間 042-391-6023

麻雀 同好会 19 日 12:30～ － － － 阿部茂 042-332-0298

音楽 同好会 ― ― ― － － － 北　野 04-2925-7893

俳句 同好会 ― ― ― 27 木 14:00～17:00 井　垣 04-2924-2934

ゴルフ同好会 23 木 * － － － 紅松 喬 042-393-6924

グロ－バルサロン英語の会 17 金 14:00～16:30 21 金 14:00～16:30 山　本 090-6011-8139

女  子  会 ― ― ― － － － 滝　川 042-394-8187

早稲田スポーツを応援する
会

― ― ― 16 日 12:00～16:30 小　森 090-5199-5300

書 道 同 好 会 31 金 15:40～17:00 30 日 15:40～17:00 大　森 042-391-0535

写真を楽しむ会 ― ― ― － － － 藤　井 080-1112-6182

4 土 13:00～15:00 1 土 13:00～15:00

18 土 13:00～15:00 － － －

お 花 見 会 － － － １ 土 11:00～14:00 小森 090-5199-5300

雑学講座 ― ― ― 15 土 14:00～16:00 黒　田 080—9567—6994

    　　　　　　　同好会　短期予定表 ―：対象月に開催予定無し、＊：ニュース編集時点で未定。

同好会・行事
3  月 4 月 世 話 人

（問合せ先）場　所 場　所

東村山駅西口(ﾜﾝｽﾞﾀﾜｰ側) －

テニス同好会

運動公園D→C 運動公園D

042-397-3293

運動公園C 運動公園C

柳泉園E 運動公園C

運動公園D 運動公園C

運動公園C

吉田(劭)

市民センター第6会議室 市民センター第6会議室

多摩湖ふれあいセンター 多摩湖ふれあいセンター

― －

サロン「園」 －

― －

― 社会福祉センター

萩山公民館 萩山公民館

西武園ゴルフ場 －

市民センター 市民センター

― －

― ZOOM or 浅草雷門集合

― サンパネルホール

― －

パソコン同好会
シルバー人材センター シルバー人材センター

090-6938-9694
シルバー人材センター －

－ 都立狭山公園･風の広場

小　菅


